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紹
　
介

伊
井
春
樹
著
『
光
源
氏
の
運
命
物
語
　「
か
た
り
」
か
ら
読
み
解
く

新
し
い
『
源
氏
物
語
』』

小
　
林
　
理
　
正

　
書
名
に
も
み
え
る
と
お
り
『
源
氏
物
語
』
を
「
か
た
り
」
と
い
う
視
座
か

ら
読
み
解
き
、
新
た
な
解
釈
の
提
示
を
試
み
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
全
五

十
四
帖
と
い
う
大
部
な
『
源
氏
物
語
』
に
あ
っ
て
、
本
書
は
い
わ
ゆ
る
正
篇

の
第
一
部
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
構
成
を
掲
げ
る
。

は
じ
め
に
─
『
源
氏
物
語
』
へ
の
招
待

一
　
光
源
氏
の
須
磨
で
の
危
機

一
　
桐
壺
院
の
出
現
〈
暴
風
雨
と
落
雷
／
巳
の
日
の
禊
〉

二
　
桐
壺
院
の
告
白
〈
地
獄
か
ら
の
救
出
／
桐
壺
院
の
行
動
〉

三
　
源
氏
の
危
機
的
状
況
〈
藤
壺
の
出
家
／
朧
月
夜
へ
の
通
い
〉

四
　
御
陵
に
お
け
る
桐
壺
院
の
姿
〈
藤
壺
中
宮
の
身
の
ふ
り
方
／
桐
壺

院
の
出
現
〉

二
　
源
氏
の
須
磨
行
き
の
決
意

一
　
源
氏
の
寂
寥
〈
藤
壺
中
宮
へ
の
恋
慕
／
六
条
御
息
所
の
伊
勢
下
向

／
源
氏
の
運
命
の
変
転
〉

二
　
須
磨
へ
の
左
遷
説
〈
源
氏
の
須
磨
行
き
／
須
磨
で
の
生
活
〉

三
　
流
罪
さ
れ
た
人
々
の
運
命
と
源
氏
の
須
磨
で
の
謫
居

一
　
源
高
明
と
源
氏〈
高
明
の
配
流
／
高
明
の
騒
動
／
高
明
と
紫
式
部
〉

二
　
伊
周
の
悲
劇
〈
一
族
の
繁
栄
／
伊
周
の
須
磨
か
ら
筑
紫
へ
〉

三
　
菅
原
道
真
の
流
罪
〈
栄
華
か
ら
の
転
落
／
天
神
と
な
っ
た
道
真
〉

四
　
朧
月
夜
事
件
と
藤
壺
中
宮
と
の
密
事

一
　
朧
月
夜
と
の
出
会
い
〈
藤
壺
中
宮
へ
の
思
慕
／
朧
月
夜
と
の
逢
瀬

／
朧
月
夜
と
の
再
会
／
「
花
宴
」
の
巻
末
表
現
〉

二
　
右
大
臣
の
腹
立
ち
〈
桐
壺
院
の
崩
御
／
朧
月
夜
の
尚
侍
〉

三
　
犠
牲
と
な
っ
た
朧
月
夜
〈
朧
月
夜
の
待
遇
／
藤
壺
中
宮
の
出
家
〉

五
　
源
氏
の
須
磨
で
の
生
活

一
　
朧
月
夜
と
の
奇
妙
な
関
係
〈
源
氏
の
朧
月
夜
へ
の
思
惑
／
右
大
臣

の
憤
懣
／
源
氏
の
危
機
的
状
況
〉

二
　
源
氏
の
流
謫
〈
須
磨
で
の
生
活
／
住
吉
の
神
の
「
さ
と
し
」
／
弘

徽
殿
大
后
の
言
い
分
／
源
氏
の
召
喚
〉

三
　
梅
壺
女
御
の
入
内
〈
無
罪
の
配
流
／
無
実
の
主
張
／
前
斎
宮
の
帰

京
／
梅
壺
女
御
の
入
内
／
六
条
御
息
所
の
年
齢
／
藤
原
氏
と
源
氏
の

争
い
〉

六
　
須
磨
の
絵
日
記

一
　
絵
日
記
の
整
理
〈
紫
上
と
見
る
絵
日
記
／
冊
子
か
ら
巻
子
本
へ
／

源
氏
の
絵
〉

二
　
絵
日
記
の
意
義
〈
源
氏
と
紫
上
の
絵
日
記
／
帝
前
の
絵
合
／
古
代

へ
の
憧
憬
／
旅
日
記
の
勝
利
〉

三
　
源
氏
の
栄
華
へ
の
階
梯
〈『
土
佐
日
記
』
の
絵
日
記
／
絵
草
子
の
流

行
／
絵
日
記
の
場
面
／
絵
日
記
の
行
方
／
明
石
姫
君
の
入
内
〉

七
　
明
石
君
一
族
の
宿
世
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一
　
明
石
入
道
の
野
心
〈
明
石
入
道
の
夢
／
桐
壺
院
の
霊
／
明
石
入
道

の
半
生
／
運
命
の
糸
／
明
石
君
の
結
婚
話
〉

二
　
源
氏
と
明
石
一
族
〈
明
石
入
道
と
桐
壺
更
衣
／
明
石
入
道
の
訴
え

／
明
石
姫
君
の
誕
生
〉

三
　
明
石
の
入
道
の
夢
〈
明
石
君
の
上
京
／
六
条
院
の
造
営
／
明
石
君

出
生
の
秘
密
〉

八
　
桐
壺
更
衣
の
運
命

一
　
桐
壺
院
の
更
衣
へ
の
寵
愛
〈
若
宮
の
誕
生
／
若
宮
の
春
宮
位
断
念

／
故
大
納
言
一
家
〉

二
　
大
納
言
と
明
石
一
族
の
運
命
〈
大
納
言
の
夢
／
桐
壺
更
衣
と
藤
壺

中
宮
／
源
氏
と
冷
泉
天
皇
〉

九
　
桐
壺
院
の
贖
罪

一
　
高
麗
人
の
運
勢
〈
若
宮
誕
生
／
高
麗
人
の
予
言
〉

二
　
源
氏
の
臣
籍
降
下
〈
源
氏
の
帝
王
の
相
／
源
氏
の
後
見
者
と
し
て

の
相
／
桐
壺
院
の
決
断
〉

三
　
桐
壺
院
の
歴
史
語
り
〈
醍
醐
帝
と
桐
壺
院
／
道
真
と
光
源
氏
〉

四
　
源
氏
と
桐
壺
更
衣
の
も
う
一
つ
の
姿
〈
源
氏
の
運
命
／
源
氏
と
冷

泉
帝
〉

　
あ
と
が
き�

（〈
　
〉
内
は
各
節
以
下
の
小
見
出
し
）

　
須
磨
流
離
に
ま
つ
わ
る
章
が
五
つ
（
一
〜
五
）、
絵
合
巻
に
つ
い
て
の
章

（
六
）、
明
石
の
一
族
と
源
氏
が
結
ば
れ
る
に
至
る
経
緯
と
そ
の
後
に
つ
い
て

述
べ
る
章
（
七
）、
桐
壺
更
衣
を
中
心
と
す
る
章
（
八
）、
そ
し
て
桐
壺
院
に

焦
点
を
絞
っ
た
章
（
九
）、
以
上
九
章
か
ら
本
書
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
如
上
の
ご
と
き
構
成
で
あ
る
本
書
に
は
思
わ
ず
膝
を
打
つ
よ
う
な
新
し
い

読
み
が
溢
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
た
び
た
び
取
り
あ
げ
ら
れ
る
朧
月
夜
を

め
ぐ
る
解
釈
は
朧
月
夜
の
物
語
で
の
あ
り
よ
う
を
再
考
す
る
必
要
性
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
ひ
と
つ
と
っ
て
も
「「
か
た
り
」
か
ら
読
み
解

く
新
し
い
『
源
氏
物
語
』」
の
提
示
を
試
み
た
著
者
の
目
論
見
は
成
功
し
た
と

い
え
よ
う
。

　
ま
た
「
書
き
終
え
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
不
足
な
点
も
あ
り
、
さ
ら
に
後

半
で
源
氏
の
運
命
は
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
の
か
、
書
き
続
け
な
け
れ
ば

と
の
思
い
も
す
る
」
と
「
あ
と
が
き
」
に
て
著
者
は
い
う
。
物
語
の
「
語
ら

れ
て
い
な
い
背
景
」（「
は
じ
め
に
」）
を
見
事
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、「
新
し

い
『
源
氏
物
語
』」
を
読
者
に
提
示
し
て
見
せ
た
本
書
を
一
読
し
た
者
な
ら
ば

「
国
文
学
者
、
伊
井
春
樹
ワ
ー
ル
ド
」（
本
書
帯
文
）
の
次
な
る
開
幕
、
つ
ま

り
、
第
二
部
を
扱
う
次
著
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
な
お
本
書
は
平
成
二
八
年
度
中
古
文
学
会
秋
季
大
会
（
於
・
大
阪
大
学
）

に
お
け
る
「
桐
壺
院
の
贖
罪
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
基
に
し
た
も
の
で
あ

る
。『
中
古
文
学
』
第
九
九
号
に
当
該
講
演
は
す
で
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
講

演
内
容
と
本
書
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
あ
の
「
国
文
学
者
、
伊
井
春
樹
」

が
ど
の
よ
う
な
理
路
を
た
ど
り
『
源
氏
物
語
』
を
読
み
解
い
た
か
追
体
験
で

き
る
点
も
本
書
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
三
二
〇
頁
、
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
こ
ば
や
し
・
た
だ
ま
さ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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